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彙　

報
令
和
二
年
度 

密
教
文
化
研
究
所
だ
よ
り

本
年
度
、
密
教
文
化
研
究
所
で
は
、「
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」「
密

教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」「
密
教
と
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
」
を
事
業

の
柱
と
し
て
、
研
究
所
研
究
員
を
中
核
と
し
た
研
究
活
動
を
展
開
し
、
伝
統
教
学
の
継
承
と
社

会
へ
の
普
及
に
努
め
た
。

　

各
々
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
研
究
会
】

○
研
究
所
研
究
会

※
趣
旨

研
究
所
員
・
研
究
員
の
研
究
成
果
発
表
お
よ
び
学
術
的
交
流
を
趣
旨
と
す
る
。

※
活
動
実
績

十
一
月
二
十
日
（
木
）　

於
：
高
野
山
大
学
第
一
会
議
室

木
下
浩
良
「
高
野
山
奥
之
院
豊
臣
家
墓
所
石
塔
調
査
概
報
」

○
弘
法
大
師
著
作
研
究
会

※
趣
旨

研
究
所
の
事
業
の
柱
に
、「
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」
が
あ
る
。

本
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
空
海
の
文
章
を
漢
籍
、
注
釈
書
を
踏
ま
え
正
確
に

か
つ
忠
実
に
読
解
し
て
い
く
作
業
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
弘
法
大

師
の
著
作
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
研
究
会
を
開
催
し
そ
の
研
究
成
果
を
公
表
す
る
も
の
。

※
会
員

松
長
有
慶
、
川
﨑
一
洋
、
北
川
真
寛
、
櫻
木
潤
、
佐
藤
隆
彦
、
武
内
孝
善
、
土
居
夏
樹
、

德
重
弘
志
、
那
須
真
裕
美
、
藤
田
光
寛
、
松
長
潤
慶
、
南
昌
宏
、
米
田
弘
仁

※
活
動
実
績

『
吽
字
義
』
の
研
究
会
を
原
則
と
し
て
月
二
回
行
っ
た
。

　
　
　
（
発
表
者
及
び
日
程
）

北
川
真
寛
：	

四
月
十
一
日
、
四
月
二
十
五
日
、
五
月
二
十
三
日
、
六
月
十
三
日

土
居
夏
樹
：	

六
月
二
十
七
日
、
七
月
十
一
日
、
九
月
二
十
六
日
、
十
月
十
日
、

	

十
一
月
七
日
、
十
二
月
五
日

川
﨑
一
洋
：	

七
月
二
十
五
日
、
十
月
三
十
一
日
、
十
一
月
二
十
一
日

※
刊
行
物

研
究
会
の
成
果
を
、『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊
と
し
て
、以
下
の
内
容
で
発
行
す
る
。

『
吽
字
義
』
の
研
究　

令
和
三
年
三
月　

発
刊
予
定

〇
チ
ベ
ッ
ト
密
教
研
究
会

※
趣
旨

本
研
究
会
は
、
テ
ン
ジ
ン
・
ウ
セ
ル
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル
ク
派
最
高
学
位
ゲ
シ
ェ
ー
・

ハ
ラ
ン
パ
取
得
者
）
を
中
心
に
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
訳
読
を
進
め
、
本
学
に
お
け
る
チ
ベ

ッ
ト
密
教
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
今
年
度
も
、G

rub m
tha  rin chen 

phreng gi bkaʼ khrid 

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
開
催
。

メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
。

責 

任 

者
：	

テ
ン
ジ
ン
・
ウ
セ
ル
（
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
庁
派
遣
、高
野
山
大
学
特
任
准
教
授
）

研
究
会
員
：	

藤
田
光
寬
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）

	

乾
龍
仁
（
高
野
山
大
学
教
授
・
学
長
）

	

奥
山
直
司
（
高
野
山
大
学
教
授
・
副
学
長
）

	

奥
田
剛
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
サ
キ
ャ
派
ケ
ン
ポ
）

※
活
動
実
績
（
令
和
二
年
一
月
～
三
年
一
月
時
点
）

令
和
二
年
一
月
六
日
、
十
三
日
、
二
十
一
日
、
二
十
七
日
、
五
月
二
十
七
日
、

六
月
二
十
五
日
、
七
月
六
日
、
二
十
二
日
、
八
月
三
日
、
十
日
、
三
十
一
日
、

九
月
七
日
、
十
四
日
、
二
十
一
日
、
十
月
五
日
、
十
二
日
、
十
九
日
、
二
十
六
日
、

十
一
月
九
日
、
十
六
日
、
二
十
三
日
、
三
十
日
、
十
二
月
七
日
、
十
四
日
、
二
十
八
日
、

令
和
三
年
一
月
十
八
日
、
一
月
二
十
五
日  
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○
南
山
教
学
研
究
会
・
真
言
教
学
研
究
会
・
宗
学
連
携
事
業

※
こ
れ
ら
の
事
業
に
関
し
て
は
、
主
に
北
川
真
寬
が
担
当
。
活
動
内
容
の
詳
細
は
「
令
和
二

年
度
研
究
活
動
報
告
」（
後
掲
）
を
参
照
願
い
た
い
。

○
聖
フ
ラ
ン
シ
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
書
簡
に
基
づ
く
宗
教
間
対
話
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

※
趣
旨

本
研
究
会
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
書
翰

を
題
材
と
し
て
、
高
野
山
大
学
（
密
教
文
化
研
究
所
）
と
シ
ア
ト
ル
大
学
の
有
志
者
が
共
同

研
究
を
行
い
、
ザ
ビ
エ
ル
の
日
本
滞
在
時
に
ど
の
よ
う
な
宗
教
間
対
話
が
行
わ
れ
て
い
た
の

か
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
年
度
は
、
シ
ア
ト
ル
大
学
側
の
研
究
者
が
中
心
と
な
り
、
ザ
ビ
エ
ル
の
書
翰
を
多
角

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
検
証
し
た
上
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

口
頭
発
表
を
行
っ
た
。

※
研
究
会
メ
ン
バ
ー

　
　
【
高
野
山
大
学
】

佐
藤
隆
彦
（
高
野
山
大
学
教
授
）

奥
山
直
司
（
高
野
山
大
学
教
授
）

Thierry J. R
obouam

（
上
智
大
学
元
教
授
）

菊
谷
竜
太
（
京
都
大
学
白
眉
セ
ン
タ
ー
特
定
准
教
授
）

德
重
弘
志
（
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
専
任
研
究
員
）

今
中
太
定
（
シ
ア
ト
ル
高
野
山
ヘ
ッ
ド
プ
リ
ー
ス
ト
）

　
　
【
シ
ア
ト
ル
大
学
】

Jason W
irth

（
シ
ア
ト
ル
大
学
教
授
）

N
aom

i K
asum

i

（
シ
ア
ト
ル
大
学
教
授
）

Sharon Suh

（
シ
ア
ト
ル
大
学
教
授
）

Jessica Im
anaka

（
シ
ア
ト
ル
大
学
准
教
授
）

M
ichael Trice

（
シ
ア
ト
ル
大
学
准
教
授
）

D
ouglas Peduti

（
シ
ア
ト
ル
大
学
講
師
）

※
活
動
実
績

学
内
研
究
会

第
一
回　

四
月
七
日
（
火
）　

佐
藤
隆
彦
（
口
頭
発
表
・
質
疑
応
答
）

第
二
回　

五
月
二
十
六
日
（
火
）　

菊
谷
竜
太
（
口
頭
発
表
・
質
疑
応
答
）

シ
ア
ト
ル
大
学
と
の
共
同
研
究
会

第
一
回　

四
月
二
十
一
日
（
火
）　

菊
谷
竜
太
（
口
頭
発
表
・
質
疑
応
答
）

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
開
催
）

九
月
七
日
（
月
）

高
野
山
大
学
と
シ
ア
ト
ル
大
学
の
参
加
者
が
発
表
を
行
っ
た
。
各
人
の
発
表
テ
ー
マ

は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

・
今
中
太
定 

＆ Jessica Im
anaka

：B
uddhist Social Justice.

・Sharon Suh

：M
ud, M

inerals, and Sw
am

p Lands: Engaging Endo’s Silence.

九
月
八
日
（
火
）

シ
ア
ト
ル
大
学
の
参
加
者
が
発
表
を
行
っ
た
。
各
人
の
発
表
テ
ー
マ
は
、
下
記
の
通

り
で
あ
る
。

・Peduti

：Philosophy of Language B
eneath X

avier’s Letters.

・K
asum

i

：H
anta M

aruya.

○
巡
礼
遍
路
研
究
会
（
協
力
事
業
）

※
趣
旨

四
国
八
十
八
ヶ
所
、
西
国
三
十
三
所
等
、
日
本
国
内
な
ら
び
に
世
界
各
地
の
巡
礼
に
関

す
る
研
究
・
成
果
発
表
を
行
う
と
共
に
、
会
員
相
互
の
懇
親
を
図
る
。

※
役
員

　
　

名
誉
会
長
：
山
陰
加
春
夫
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）

　
　

会　
　

長
：
柴
谷
宗
叔
（
密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員
）

※
会
員
数

　
　

約
二
百
名
（
法
人
・
団
体
含
む
）
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※
活
動
実
績

　
　

第
七
回
研
究
発
表
会

　
　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
延
期
。

【
講
演
会
】

○
人
権
講
演
会
（
共
催
：
高
野
山
金
剛
峯
寺
社
会
人
権
局
）

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止

【
そ
の
他
事
業
】

○
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

　

日
時
：
令
和
二
年
十
月
十
四
日
（
水
）　

於
：
高
野
山
大
学
第
三
会
議
室

　
　

佐
藤
隆
彦
（
高
野
山
大
学
教
授
・
副
学
長
・
密
教
文
化
研
究
所
所
長
）

　
　
　

事
業
の
経
緯
と
「
高
野
山
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
報
告

　
　

櫻
木
潤 

（
高
野
山
大
学
専
任
講
師
）

　
　
　
「
古
絵
図
で
あ
る
く
高
野
山
」
の
報
告

○
高
野
山
聖
教
調
査
研
究

※
趣
旨

高
野
山
内
寺
院
が
所
蔵
す
る
聖
教
類
の
調
査
・
研
究
を
目
的
と
す
る
。
今
年
度
は
、
清

浄
心
院
と
の
間
に
お
い
て
協
定
書
を
締
結
し
た
。

令
和
二
年
度
研
究
活
動
報
告	

専
任
研
究
員
　
　
德
重
　
弘
志

【
研
究
活
動
概
況
】

筆
者
は
、
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
が
掲
げ
る
三
大
研
究
領
域
（「
弘
法
大
師
の
思
想
と

そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」、「
密
教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」、「
密
教
と
現
代
社
会
の

諸
問
題
に
関
す
る
研
究
」）
の
う
ち
、「
密
教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」
に
従
事
し
て
い
る
。

本
年
度
の
成
果
と
し
て
は
、①
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
を
調
査
対
象
と
し
た
「
散
逸
し
た
密
教
聖
典
」

の
断
片
の
回
収
、
②
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
か
ら
回
収
さ
れ
た
『
世
間
出
世
間
金
剛
タ
ン
ト
ラ
』
の

佚
文
に
基
づ
く
同
聖
典
の
位
置
づ
け
の
確
定
、
③
日
本
中
世
に
お
け
る
地
獄
か
ら
の
救
済
者
と

し
て
の
観
音
に
対
す
る
信
仰
の
受
容
状
況
の
解
明
、
④
日
本
中
世
・
近
世
に
お
け
る
「
宋
代
翻

訳
密
教
経
典
」
の
受
容
状
況
の
解
明
、
と
い
っ
た
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
に
関
し
て
は
、
八
世
紀
以
降
に
散
逸
し
た
十
一
種
類
の
密
教
聖
典
（G

uhyakośa-tantra

や

Sarvatantrasam
uccaya

な
ど
）
に
着
目
し
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
テ
ン
ギ
ュ
ル
の
タ
ン
ト
ラ
部
を
調

査
範
囲
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
聖
典
に
言
及
す
る
文
献
を
特
定
し
た
上
で
、
梵
蔵
資
料
に
お
け
る

引
用
文
の
所
在
な
ど
に
つ
い
て
網
羅
的
に
整
理
し
た
。

②
に
関
し
て
は
、
①
で
特
定
し
たLaukikalokottaravajra-tantra

（『
世
間
出
世
間
金
剛
タ
ン
ト

ラ
』）
と
い
う
聖
典
が
、
不
空
が
翻
訳
あ
る
い
は
撰
述
し
た
『
十
八
会
指
帰
』
で
言
及
さ
れ
て
い

る
『
世
間
出
世
間
金
剛
瑜
伽
』（『
金
剛
頂
経
』
第
五
会
）
と
対
応
す
る
こ
と
を
、
当
該
の
文
献

の
佚
文
を
根
拠
と
し
て
論
証
し
た
。

③
に
関
し
て
は
、
高
野
山
大
学
（
密
教
文
化
研
究
所
）
と
シ
ア
ト
ル
大
学
と
の
有
志
者
に
よ

る
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
、
十
六
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
地
獄
か
ら
の
救
済
者
と
し
て
の
観
音

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
密
教
的
な
「
六
観
音
」
が
衆
生
を
六
道
か
ら
救
済

す
る
と
い
う
平
安
時
代
に
隆
盛
し
た
概
念
が
、
臨
済
宗
の
『
諸
回
向
清
規
』（
一
五
六
六
年
）
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
に
滞
在
し
て

い
た
時
期
に
も
、
観
音
が
地
獄
か
ら
の
救
済
者
で
あ
る
と
い
う
概
念
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
を

立
証
し
た
。

④
に
関
し
て
は
、「SAT

大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
活
用
し
、「
宋
代
翻
訳
密
教
経
典
」
に
言

及
す
る
中
世
・
近
世
の
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
文
献
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
。そ
の
成
果
と
し
て
は
、

日
本
の
僧
侶
に
強
い
影
響
を
与
え
た
「
宋
代
翻
訳
密
教
経
典
」
の
特
定
や
、
こ
れ
ま
で
等
閑
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視
さ
れ
て
き
た
「
漢
訳
さ
れ
た
後
期
密
教
経
典
」
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
実
態
解
明
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

【
研
究
発
表
】

・「
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
か
ら
回
収
さ
れ
た
『
世
間
出
世
間
金
剛
タ
ン
ト
ラ
』
の
佚
文
」、
日
本
印

度
学
仏
教
学
会　

第
七
十
一
回
学
術
大
会
、
九
月
五
日
（
日
）、
於　

創
価
大
学
（
オ
ン
ラ

イ
ン
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
開
催
）。

【
論
文
】

・「
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
か
ら
回
収
さ
れ
た
『
世
間
出
世
間
金
剛
タ
ン
ト
ラ
』
の
佚
文
」、『
印
度

学
仏
教
学
研
究
』
第
六
九
巻
第
一
号
。

・「
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
か
ら
回
収
さ
れ
た
「
散
逸
し
た
密
教
聖
典
」（
１
）
―Laukikalokottaravajra-

tantra

の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
校
訂
テ
ク
ス
ト
お
よ
び
和
訳
―
」、『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究

所
紀
要
』
第
三
四
号
。

・“O
n belief in Avalokiteśvara as a Savior from

 H
ell in m

edieval Japan”

、『
高
野
山
大
学
密
教

文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊 

第
六
号
（
掲
載
予
定
）。

・「
日
本
中
世
・
近
世
に
お
け
る
「
宋
代
翻
訳
密
教
経
典
」
の
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
令
和
二

年
度　

一
般
財
団
法
人
仏
教
学
術
振
興
会
研
究
助
成　

研
究
成
果
報
告
論
考
）。

令
和
二
年
度
研
究
活
動
報
告	

委
託
研
究
員
　
北
川
真
寛

【
南
山
教
学
研
究
会
活
動
概
況
】

南
山
教
学
研
究
会
で
は
、
高
野
山
に
伝
わ
る
論
義
書
の
研
究
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
整
理
作

業
を
す
す
め
、
弘
法
大
師
を
含
め
た
真
言
密
教
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
、
教
学
研
究
の
み
な
ら

ず
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
論
義
法
会
に
資
す
る
こ
と
で
、
密
教
興
隆
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
平
成
二
十
五
年
度
に
密
教
文
化
研
究
所
所
属
の
研
究
所
員
や
研
究
員
を
中
心
と

し
た
有
志
に
よ
る
南
山
教
学
研
究
会
を
発
足
さ
せ
た
。
令
和
二
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
流
行
の
影
響
で
研
究
会
の
開
催
を
中
止
す
る
な
ど
、
種
々
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
次
の

よ
う
な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

①
南
山
の
論
義
書
の
輪
読
会

②
論
義
に
関
す
る
調
査
・
研
究

③
南
山
・
智
山
・
豊
山
に
よ
る
論
義
研
究
会
の
会
報
の
発
行

④
高
野
山
勧
学
会
へ
の
協
力

ⅰ
勧
学
会
に
お
け
る
講
義
の
実
施

ⅱ
勧
学
会
で
用
い
ら
れ
る
『
本
書
』
と
『
打
集
』
の
活
字
化
と
校
訂

⑤
山
内
論
義
で
用
い
ら
れ
る
論
義
資
料
の
調
査
と
辞
典
作
成

こ
れ
ら
の
総
合
的
か
つ
横
断
的
な
活
動
に
よ
り
、
南
山
教
学
の
特
徴
を
少
し
ず
つ
解
明

し
て
い
る
。
た
だ
し
ま
だ
ま
だ
多
く
の
論
題
が
残
さ
れ
て
い
て
、
今
後
も
さ
ら
に
こ
れ
ら
の

活
動
を
進
め
て
い
く
。

参
加
者
：
土
居
夏
樹　
　

兼
任
研
究
所
員
・
高
野
山
大
学
准
教
授

北
川
真
寛　
　

委
託
研
究
員
（
事
務
局
）

山
本
昌
芳　
　

高
野
山
大
学
大
学
院
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
輪
読
会
発
表
担
当
者
）

南
昌
宏　
　
　

高
野
山
大
学
教
授

中
西
雄
泰　
　

高
野
山
引
摂
院

高
岡
隆
真　
　

高
野
山
明
王
院
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内
海
周
浩　
　

高
野
山
本
願
院

安
田
弘
明　
　

高
野
山
親
王
院

高
柳
公
禅　
　

元
高
野
山
大
学
密
教
学
科
助
手

嶋
田
和
日
羽　

高
野
山
大
学
大
学
院
生

そ
の
他
、
大
学
院
生
・
大
学
生
な
ど

【
輪
読
会
の
開
催
】

・
二
月
二
五
日
（
木
）
一
五
時
～
一
六
時
三
〇
分

山
本
昌
芳　
「
無
量
寿
院
長
覚
の
自
性
会
因
人
解
釈
に
つ
い
て
」

【
真
言
教
学
研
究
会
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
鑑
み
、
講
演
会
と
研
究
会
の
開
催
中
止
。

・『
真
言
教
学
』
第
一
号
を
刊
行
。

【
宗
学
連
携
事
業
】

・
勧
学
会
の
期
間
（
二
日
廻
し
）
中
に
、
勧
学
会
出
仕
者
に
対
し
て
毎
日
講
義
を
行
っ
た
。

・『
秘
蔵
宝
鑰
』
下 

下
半
の
『
本
書
』
の
書
き
下
し
文
作
成
、『
打
集
』
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

化
と
書
き
下
し
文
作
成
を
行
い
、特
に
『
打
集
』
に
は
語
註
を
添
付
。
ま
た
『
本
書
』
や
『
打

集
』
の
誤
植
や
誤
り
を
校
訂
し
た
。

・
昨
年
度
迄
の
第
一
期
事
業
と
し
て
、
問
講
の
謂
立
を
集
成
し
た
『
法
談
論
義
拾
葉
集
―
釈
論

篇
―
』
宝
性
院
版
・
無
量
寿
院
版
・
付
録
の
三
冊
と
書
帙
を
出
版
し
、
今
年
度
は
そ
れ
を
山

内
寺
院
・
研
究
機
関
に
配
布
し
た
。

　
　

な
お
本
年
度
は
、先
般
刊
行
し
た
『
法
談
論
義
拾
葉
集
―
宗
義
篇
―
』
の
正
誤
表
の
作
成
・

配
布
を
行
い
、
第
二
期
事
業
と
し
て
五
年
計
画
に
よ
っ
て
、
法
談
論
義
で
使
わ
れ
る
専
門
用

語
や
、宝
門
と
寿
門
で
読
み
方
が
異
な
る
語
句
な
ど
、問
講
に
お
い
て
参
考
と
な
る
字
典
（
辞

典
）
の
作
成
を
目
指
し
て
、
資
料
の
収
集
や
選
定
、
項
目
の
入
力
作
業
を
行
っ
た
。

※
宗
学
連
携
事
業
に
関
し
て
は
、
主
に
北
川
真
寛
が
担
当
し
、
問
講
の
辞
典
に
関
し
て
は
高
野

山
山
内
住
職
と
共
同
で
活
動
し
て
い
る
。

密
教
文
化
研
究
所
構
成
員
名
簿
（
令
和
三
年
三
月
現
在
　
各
々
五
十
音
順
）

○
所
長 

佐
藤
隆
彦
（
高
野
山
大
学
教
授
・
副
学
長
）

○
顧
問

松
長
有
慶
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）

○
専
従
研
究
所
員

坂
口
太
郎
（
高
野
山
大
学
専
任
講
師
）

櫻
木
潤
（
高
野
山
大
学
専
任
講
師
）

○
兼
任
研
究
所
員

奥
山
直
司
（
高
野
山
大
学
教
授
・
副
学
長
）

土
居
夏
樹
（
高
野
山
大
学
准
教
授
）

野
田
悟
（
高
野
山
大
学
准
教
授
）

松
長
潤
慶
（
高
野
山
大
学
教
授
）

南
昌
宏
（
高
野
山
大
学
教
授
）

○
専
任
研
究
員

德
重
弘
志
（
高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師　

※
ザ
ビ
エ
ル
研
究
会
等
）

○
委
託
研
究
員

今
中
太
定
（
シ
ア
ト
ル
高
野
山
ヘ
ッ
ド
・
プ
リ
ー
ス
ト　

※
ザ
ビ
エ
ル
研
究
会
）

入
谷
和
也
（
高
野
七
口
再
生
保
存
委
員
会
事
務
局　

※
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
）

川
﨑
一
洋
（
高
野
山
大
学
特
任
准
教
授　

※
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
）

菊
谷
竜
太
（
京
都
大
学
特
定
准
教
授　

※
ザ
ビ
エ
ル
研
究
会
）

北
川
真
寬
（
高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師　

※
南
山
教
学
研
究
会
等
）

テ
ィ
エ
リ
・
ロ
ボ
ア
ム
（
元
上
智
大
学
教
授　

※
ザ
ビ
エ
ル
研
究
会
）
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テ
ン
ジ
ン
・
ウ
セ
ル
（
高
野
山
大
学
特
任
准
教
授　

※
チ
ベ
ッ
ト
密
教
研
究
会
）

那
須
真
裕
美
（
高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師　

※
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
）

米
田
弘
仁
（
高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師　

※
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
）

○
受
託
研
究
員

木
下
浩
良
（
高
野
山
大
学
総
合
学
術
紀
機
構
課
長
・
密
教
文
化
研
究
所
事
務
室
長
）

静
春
樹
（
高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師
）

柴
谷
宗
叔
（
巡
礼
遍
路
研
究
会
事
務
局
長
）

○
研
究
所
事
務
室　

木
下
浩
良
（
前
掲
）

波
多
野
智
人

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会
規
程

第
１
条	

密
教
文
化
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と
い
う
。）
に
、『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』（
以

下
「
紀
要
」
と
い
う
。）
編
集
委
員
会
（
以
下
「
編
集
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
。

第
２
条	

編
集
委
員
会
は
、
次
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

	

（
１
） 

研
究
所
長

	

（
２
） 

専
従
研
究
所
員

	

（
３
）「
紀
要
」
編
集
担
当
者

　
　

２　

編
集
委
員
長
は
研
究
所
長
が
こ
れ
に
当
た
る
。
研
究
所
事
務
室
長
は
、
幹
事
と
し
て

編
集
委
員
会
の
事
務
を
処
理
す
る
。

第
３
条　

編
集
委
員
会
は
研
究
所
長
が
招
集
し
、そ
の
議
長
と
な
る
。
議
長
に
事
故
あ
る
時
は
、

互
選
に
よ
っ
て
議
長
を
選
出
す
る
。

第
４
条　

編
集
委
員
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
し
、
研
究
所
協
議
会
に
報
告
す
る
。

	

（
１
）「
紀
要
」
に
寄
稿
さ
れ
た
原
稿
の
掲
載
の
可
否
お
よ
び
掲
載
の
時
期
の
決
定
。

	

（
２
）「
紀
要
」
寄
稿
者
へ
の
補
筆
お
よ
び
修
正
の
要
請
。

第
５
条　

委
員
の
任
期
は
１
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
６
条　

こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
研
究
所
協
議
会
の
議
を
経
て
、
研
究
所
長
が
決
定
す
る
。

附　

則　

こ
の
規
程
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附　

則　

こ
の
規
程
は
、
平
成
14
年
５
月
22
日
か
ら
施
行
す
る
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『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
寄
稿
規
程

第
１
条	
『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』（
以
下
「
紀
要
」
と
い
う
。）
は
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア

地
域
な
ど
に
お
け
る
密
教
の
思
想
と
文
化
に
関
す
る
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
研

究
資
料
、
書
評
な
ど
を
掲
載
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
密
教
文
化
の
研
究
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
２
条	

「
紀
要
」
に
寄
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

	

（
１
）
研
究
所
長

	

（
２
）
研
究
所
員

	

（
３
）
研
究
員

	

（
４
）
編
集
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
者

第
３
条	

原
稿
は
、
原
則
と
し
て
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
70
枚
以
内
と
す
る
。

第
４
条	

原
稿
は
完
全
原
稿
と
す
る
。
執
筆
者
校
正
は
再
校
ま
で
と
し
、
校
正
時
の
大
幅
な
改

変
・
追
加
等
は
認
め
な
い
。

第
５
条	

寄
稿
さ
れ
た
原
稿
は
、
査
読
委
員
会
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員
会
が
掲
載
の
可
否

お
よ
び
掲
載
の
時
期
を
決
定
す
る
。
ま
た
、
編
集
委
員
会
は
、
寄
稿
者
に
補
筆
お
よ

び
修
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
６
条	

原
稿
料
の
支
払
い
、
掲
載
料
の
徴
収
は
行
な
わ
な
い
。

第
７
条	

寄
稿
者
に
は
、
掲
載
誌
２
部
お
よ
び
抜
刷
30
部
を
贈
呈
し
、
そ
の
経
費
は
研
究
所
が

負
担
す
る
。

　

附 

則	

こ
の
規
程
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る

執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

　

入
谷
和
也　
　
　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
委
託
研
究
員

　

木
下
浩
良　
　
　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

　

德
重
弘
志　
　
　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
専
任
研
究
員

　

静
春
樹　
　
　
　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

　

テ
ン
ジ
ン
・
ウ
セ
ル　

密
教
文
化
研
究
所
委
託
研
究
員
・
高
野
山
大
学
特
任
准
教
授

　

藤
田
光
寛　
　
　
　
　

高
野
山
大
学
名
誉
教
授

編
集
後
記
（
所
長
）

○『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
四
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

五
人
の
執
筆
者
に
よ
る
論
考
は
、
本
年
度
の
密
教
文
化
研
究
所
の
研
究
成
果
の
一
端
を
飾
る

も
の
で
す
。
読
者
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
に
よ
り
、
事
業
の
多
く
を
中
止
し
、
ま

た
は
ネ
ッ
ト
開
催
に
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

弘
法
大
師
著
作
研
究
会
で
は
、
研
究
成
果
を
『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊
と
し
て
刊
行

し
、
教
学
の
継
承
と
普
及
、
発
展
に
向
け
て
、
ま
た
一
歩
前
進
し
た
年
と
も
位
置
づ
け
て
お

り
ま
す
。

〇
今
後
と
も
、
密
教
文
化
研
究
所
の
活
動
に
お
力
添
え
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
四
号

	

令
和
三
年
三
月
二
十
一
日
　
印
刷

	

令
和
三
年
三
月
二
十
五
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